
　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■『み
づ
ゑ
』
五
週
年
を
祝
し
、
紀
念
號

の
内
容

の
豫
想
外

に
立
派
な
り
し
に
驚
き
、
同
時

に
先

生

の
御
盡

力
の

一
方

な
ら
ぬ
を
感
謝
致
候

(
廣

島
Ｋ
Ｔ

生
)
■
『
み
づ
ゑ
』
五
周
年
を
祝

す
（
廣

島
、淡
島
五
六
、大
阪
、呉
吉
三
、赤
心
生
、
關
西

の
好
畫
生
、
原
田
兵
三
、

一
紅
、山
形
Ｔ
Ｔ

生
、

北
海
道

の

一
寒
生
、
北
山
清
太
郎
)
■
祝

『
み

づ
ゑ
』
五
岡
年
、
紀
念
號
大
下
先
生

の
所
感
と

い
ふ
文
を
見
て
、
吾

々
は
技
術

の
進
歩
を
務
む

る
と

共
に
人
格
を
益
々
高
く
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず

(呉
市
今
井
哲

三
）
■
紀
念
號
大
冊
お
骨
折
奉
察

候
、
雜
誌

の
値

上
け
賛
成
、
紙
數

を
増
し
た
り

何
も

か
も
と
の
註
文
多
き
は
私
は
不
賛
成
、

毎

號
二
三
葉
宛
大
下
先
生

の
原
色
版
と
多
少
の
講

話
が
あ
れ
ば
滿
足
に
候
、
次
に
『
三
脚
物
語
』
は

面
白
く
拜
見
引
續
き
御
掲
載

願
上
候
、
試
に
他

人
に
讀
ま
せ
し
に
皆
々

快
哉
を
叫

ひ
申
候

(
圭

五
郎
)
■

口
繪
の
原
色
版
に
時

々
果
實
類

の
寫

生
を
拜

見
し
た
し
、
果
實

の
色
や
バ
ッ
ク

の
や

敷
物

の
皺
等
研
究

い
た
し
た
し
（
高
原
生
)
■
地

方
に
あ
る
回
覽
畫

帖
を
お
知
ら

せ
下
さ

い
、
そ

,し
て
私
も
御
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
下
さ

い
、
次

に
肉
筆
繪

ハ
ガ
キ
交
換
を
切
望

い
た

し

ま

す

（
大
阪
北
區
本
庄
横
道
町

一
一
五
八
鷲
尾
吾

一
)

■『み
づ

ゑ
』
の
原
色
版
が
三
葉
に
な

つ
た

の
は

嬉

し

い
○
夏
期
講
習
會

は
來
年
に
ほ
是
非
當
地

で
開
か
れ
た

い
○
大
阪
北
區

上
福
島
北

一
丁
目

に
水
彩
畫

木
炭
油
繪
教
授
所
と

い

ふ
札

が

あ

る
、
洋
畫
も
賣

る
さ
う
だ
、
教
授
は
夜
分
で
、

東
京
美
術
學
校
出

の
熊

谷
自
然
兒

と

い
ふ
人
が

先
生
だ
と
の
事
（
大
阪
富
岡
生
)
■
讀
者
諸
兄
姉

樣
と
肉
筆
繪

ハ
ガ
キ
交
換
を
願
ひ
ま
す
（

兵
庫

縣
津
名
郡
生
穗
村
木
村
公
平
方
、
糸
子
)
■

七

月
號
に
口
繪
や
寫
眞
版

を
巻
頭
に
集
め
る
と

い

ふ
註
文
が
あ

つ
た
が
余
は
不
賛
成
、
丁
度
展
覽

會
な
ど
で
所

々
に
盆
栽

を
置

い
て
觀
者

の
眼
を

休
ま
せ
る
や
う
に
、
本
文
中
に
挿
入
の
あ
る
の

は
大

に
滿
足
だ
（
北
海
道

の
荒
熊
)
■
會
員
諸
君

と
肉
筆
繪

葉
書
交
換
希
望
、拙
畫

返
葉
不
遅
（
兵

庫
縣
津
名
郡
生
穗
村
西
岡
記
五
郎
方
、
順
次
)

■
八
月
號

の
丸
山
先
生

の
藪

は
、
吾

々
が
初
め

て
の
青
梅
講
習
に
て
、
先

生
は
吾

々
十
人
ば
か

り
を
引

つ
れ
、
是
か
ら
教
授
的

に
畫
く

か
ら
見

て
居
た
ま

へ
と
云
ふ
の
で
、
三
時
頃

か
ら
五
時

ご
ろ
迄

に
ピ
タ
ピ
タ

と
健
筆
を
縦
横
に
走
ら
せ

て
出
來
上

つ
た
も

の
だ
、
只
説
明
に
あ
る
通
り
、

少
し
黄
が
足
り
な

い
の
で
趣
が
相
違
し
て
居
る

（
汀
煙
)
■
久
し
振
で
出
た
『
靜
物
寫

生
の
話
』
は

再
讀

し
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
展
覽
會
は

六
ヶ
敷

て
了
解

し
ま
ぜ
ん
で
し
た
、
榛
名
湖
、
肖

像
畫

法
共

に
面
白
く
、
畫

で
は
空

の
色
が
肉
筆

を
見
る
や
う
な

の
で
『
夏

の
山
村
』が

一
番
好
き

て
し
た
○
肉
筆
繪

ハ
ガ
キ
交
換
希
望
、
即
日
返

葉
（
大
阪
市
北
區
上
福
島
町
北

一
丁
目
八
十
五

ノ

一
、
富
岡
洗
帆
)
■
夏
期
講
習
が
廣
島

に
な

い
の
を
失
望
し
た

の
は
、
私
共
同
志

六
名

の
み

で
は
あ
り
ま
す
ま

い
、
希
く
は
來
年
は
當
地
に

開

か
る
ゝ
や
う
、
幹

部
諸
先
生
及
廣
島

の
篤
志

家
に
願
び
ま
す

(廣
島
住
人
)

(
住
人
)
■
情

け
な

い
ね
廣
島
地
方

の
諸
君
、
夏
期
講
習
會
も

昨
年
か
ら
の
お
話
だ
か
御
沙
汰
止
み
、
あ
ゝ
廣

島

に

一
つ
で

も
有
力
な
講
習
所
な
り
支
部
な
り

あ
つ
た
な
ら
開
會
さ
れ
た
ら
う
に
、
廣
島
に
審

力
す
る
人
は
居
ら
ん
の
か
、
あ
ゝ
（
廣
島
市
外

横

川
、
神
田
周

三
)
■
旅

行
中

の
傑
作
な
る
ペ

ン
畫

、
水
彩
畫

、
色
鉛
筆
畫

の
肉
筆
葉
書

の
交

換
を
乞
ふ
（
相
模
鎌
倉
長
谷
、
堀

谷

一
郎

)


